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　　　　　日本近海の 波 と風 の 統計的性質

Statistical　Characteristics　of　Winds　and 　Waves

　　　　　　　　 Around　Japan

　　　　　　　　辻本勝、石田茂資

　　　　　　　　　平成18年1月

　　　　　 目本船舶晦 洋工 学会論 文集第2号

　　日本近海の 波 と風の 統計情報を発現頻度表の形に整理 し、
　日本近 海の 波 と風データベ ース を構 築 した。この デー

タベ ー

ス は、海域を緯度 ・経度O．5度間隔 に、期間を月別 に 区分 し、
整理 した もの で、有義波高、有義波周期、卓越波 向、平均風

速、平均風 向の 5要素 か らな り、各2要素の発 現頻度表及 び有

義波高
一
有義波周期一卓越波 向の 3相関発 現頻度表が使用で

きる。こ のデ
ー

タ ベ ー
ス を用い て、日本近 海の 波 と風 の 統計

的陸質につ い て 以 ドの検討 を行い、本デ
ー

タベ ー
ス の 有効性

を確認 した。

1．日本近海の 波と風デ
ータベ ー

ス と、こ れ まで に公表 され て

　　い る他データベ ース との 比 較を波高、波周期、風速の超

　　 過確 率及び SRIO8 船型 の 船 体 中央部縦 曲 げモ ー
メ ン トの

　　長期予測に よ り行っ た。太平洋側に比べ 日本海 では、使

　　 用す るデータベ ース に よ り波高の超過確率及び 長期予測

　　値の ぱらつ きが大きい こ とが明 らか とな っ た。各デー
タ

　　ベ ー
ス で 閉鎖海域の影響の 取 り入れ 方 にそれぞれ 差異が

　　 あ り、そ れが 太平洋側 に比 べ 目本海で の 波高の 超過 確率

　　がば らつ い て い る
一

因となっ て い る。こ の こ とか ら、特

　　に 日本海の 様な閉鎖海 域で はデータベ ース の 特徴を捉え

　　 て利用する こ とが重要で あ る。
2．日本 近海の 気象、海象 の 平均的 な傾 向、比 較的荒れ た 状態

　　 の 傾 向を調べ た。そ の結果、平均風 速は 房総半島東 方海

　　域で大き く、日本 海では北海道 西方、東 シ ナ海で は台湾

　　北 方海域で ピーク を有す るこ と、三 陸東方か ら房 総半島

　　東 方強風海 域 が広 が っ て い るこ と、有義波高は、房総半

　　島東方で 大 き く、日本海 で は津 軽海峡西部に有義波高の

　　 ピークが存在する こ と、沖縄南東海域は荒れやすい 海域

　　 であ るこ とが 明らか とな っ た。
3．航行区域に おけ る気象 海 象を超過 確率 によ り評価 した。

　　特 に、瀬戸 内海の 紀伊水道南部で は うね りの 影響に よ り、
　　瀬戸内海の 他 の 海 域 とは海 象 の 特 陸が異 な る こ とが明 ら

　　か となっ た。
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図　各データベ ース を使用 した船体中央部縦 曲げ

　　　モ ーメ ン ト瓢 の 長期予測値の 比較

　　　　 深海水槽

　　 Deep −Sea　Basj皿

　　前田克弥、田村兼吉

　　　 平成18年1月

目本船舶 海洋工 学会 誌 　 「咸 臨」

　本稿は、深海水槽に備えられてい る吸収式造波装置、潮流発

生装置及び3次元水中挙動計測装置の 性能や完成当初 に抱 えて

い た問題 煎とそ の 改良点に つ い て言及 し、これ まで に深海水槽

に於い て 行っ て きた実験の うち、ライザ
ー
管の 強制動揺試験、

海洋 肥沃化装置 「拓海j の取水管模型試験及び 可撓式タワ
ー

の

模型 実験 に っ い て 実験 方法 及び 計測結果例を紹介 して い る。

　 吸収式造波装置にっ い て は水槽内の波高分布、造波時間に よ

る波高及 び「立相差 の 変化、多方 向不 規則波の ス ペ ク トル 及び 方

向分布 関数 につ い て検 討を行 っ た。計 測結果か ら、短周期波の

吸収性能にお い て造波板 と吸収すべ き波 との 位相差によ る問

題が明か となっ たため、計算プ ロ セ ス の 変更を行 い 、その 改善

を行っ た。潮流発 生装置につ い て は、水槽 中央部におい て 計測

を行っ た とこ ろ、特に上部潮流発生装置 を用い て発生 させ た潮

流が3次元的な流れとなっ て お り、安定した潮流が生成出来て

い ない こ とが明か とな っ た。そ の た め、上 部潮流発生装 置の 吹

き出 し口の 改造を模型実験を通して 行っ た。その 結果、非常に

安定 した流れ を生成するこ とが可能となっ た。現在、こ の 考え

方を元 に下音「蠣流発生装置の 改造及び増 設を行 っ て い る。また、

3次元水 中挙動計測装置につ いて は、装置自身で はなく、水 の

透明度が低い こ とや画像背景となる水槽壁面や各構造物が水

中ライ トに よ り光るため、模型 に取 り付けた マ
ーカー

の 計測

（追尾）を安定 して 行 うこ とが困難で あっ 廴 そ の ため、濾 過装

置の 導入や水槽壁面等 を黒色 に塗装するな どの 対策を行い、現

在で は安定して 計測が行えるよ うにな っ てい る。
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　　　　　図 ： ライ ザ
ー
管強制動揺試験結果例

　　　　　（○ ：下端 固定，● ：ハ ン グオ フ状態）

　　実験条 件 ：X軸 方 向へ 振 幅2〔lrTrm，周期1．89秒で 加振

横軸はX 軸及 びY軸方 向の ライザー
模型 の 振幅分布［mm ］、縦

　　　　　　　　　　軸 は水深 ［m 】
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